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本学大学院は、修士課程であった外国語学研究科と地域研究研究科を改組し、附置研究所で
あるアジア・アフリカ言語文化研究所の協力を得て、1992年に地域文化研究科博士課程として
設置されました。人文・社会系の新制大学としては最初の博士学位を授与する大学院となったの
ですが、爾来、一方で外国語大学の伝統である言語研究の一層の高度化をはかるとともに、他方
では従来の地域研究の枠を超えて、言語を基盤としつつ地域の諸問題を総合的に捉える地域文化
研究を構築することを目指してきました。つまり、本学大学院がわが国においてはユニークな世
界諸地域の言語・文化・社会に関する先端的研究教育の拠点となることを目標に、言語研究と地
域文化研究を推進してきたわけです。
昨年、「21世紀 COEプログラム」の公募では、本学大学院は地域文化研究科地域文化専攻と
いう一専攻でありながら、「言語運用を基盤とする言語情報学拠点」（人文科学分野）と「史資料ハブ
地域文化研究拠点」（学際・複合・新領域分野）という二つの拠点形成計画を申請し、両者ともに採択
されるという非常に大きな成果を得ることができました。これは、本学大学院の過去 10年間に
わたる研究教育活動の実績が評価されたということで大いに喜ばしい反面、今後いかに世界的に
卓越した研究教育拠点を築くかという大きな課題を本学大学院が社会的責務として背負い込んだ
ということでもあり、身の引き締まる思いであります。
さて、藤井毅教授を拠点リーダーとする「史資料ハブ地域文化研究拠点」プログラムは、アジア・
アフリカ地域を中心として史資料の共有・情報資源化・発信といった活動を行なう史資料ハブセ
ンターを構築し、あわせて地域や文化の生成と変容を視野に入れた 21世紀に対応し得る地域文
化研究を推進することを目的としておりますが、そのためには研究者・図書館・文書館のネット
ワーク形成と、さまざまな研究機関・研究者との共同・連携が必要なことはいうまでもありませ
ん。お手元でご覧いただいておりますこの雑誌『史資料ハブ 地域文化研究』は、そうした活動
のための一環として刊行されたものであります。今後、年 2回の発行を予定しておりますが、こ
の「史資料ハブ地域文化研究拠点」プログラムの更なる発展のために皆様の忌憚のないご意見・
ご批判をおよせくださることを願ってやみません。そうしたご意見を十分に参考にしながら、拠
点形成に向けてのさらなる努力を積み重ねていく所存であります。
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　21世紀 COE「史資料ハブ地域文化研究拠点」プログラムは、アジア・アフリカの諸言語で書
かれた史資料の保存・共有・情報化を所蔵地域との連携のもとに推進し、収奪型ではない研究事
業を展開することを標榜している。
　そのために我々は、人類の文化資産たる史資料を共同して保存しようとして活動している国際
ネットワークに加わるとともに、日本国内においては、史資料コンソーシアムの構築を図ろうと
している。本拠点を基盤として、史資料のみならず、それらに関わる情報が流通するのである。
「史資料ハブ」という命名は、この目的にそってなされたものであり、そうした機能を立ち上げ
ることこそが、21世紀における地域研究にとって、不可欠であると考えるものである。
　我々の活動が特徴的なのは、単に印刷物を扱うだけでなく、口承により継承される記憶や表象
文化をも対象としていることである。一連の収集－研究事業を担うのが、五つの班（在地固有文書、
印刷媒体資料、オーラル・アーカイヴ、表象文化資料、21世紀地域文化研究）であり、それらを統括する役割を
史資料総括班が果たしている。
　本拠点が掲げる理念と目標にそって、すでに多岐にわたる活動が展開されている。それらは
ホームページ上で公開されているが、我々は、印刷媒体が持つ意味は、情報の保存と共有とい
う観点からも、未だ失われていないと考えている。本誌を創刊したのはそのためであり、ここで
は、保存・共有事業や研究活動の展開、さらには収集した史資料に関する情報がコンパクトな形
で提供されてゆくであろう。
　本誌が、単に研究者だけでなく、司書やアーキビストの目にもとまり、ともすれば欠けていた
三者の有機的な連携が図られるとしたら、望外の喜びである。
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